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古典派の第一公準
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:労働の限界生産力 と
実質賃金(率) が等しくなる
ように、企業は労働需要量
を決める
⇒ 企業の利潤最大化

ケインズも認める
Marginal Product



労働の限界生産力 とは?
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とは?
生産関数
総費用
物価
利潤 総収入 総費用

名目賃金(率), 貨幣賃金(率)
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古典派の第一公準( )より、
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ポイント
古典派もケインズ派も
古典派の第一公準から
労働需要曲線が導出できる
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直観
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𝑵

さらに１人雇うことで増える𝒀

式変形すると、

:さらに１人雇うことで増える収入

:さらに１人雇うことで増える費用
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・AS曲線の右シフト
(要因:技術革新)

𝑵

𝑴𝑷𝑵𝒀

𝑵

𝑵

技術革新

一定

大

小
𝑫𝑵

一定

技術革新



9© 2021 Shinya Kato

𝑵

𝑵𝑺𝑵𝑫
ᇱ

𝒀

𝑵
𝑵𝟏

𝒘𝟎

𝒘

𝒀𝟎

𝒀𝟏

𝑵𝑫

𝑷𝟎 𝑷𝟎

𝑵𝟎

𝒀𝟎

𝒀𝟏

生産関数

技術革新

技術革新

𝑷

𝒀

𝑷𝟎
技術革新


